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「あおもり中小企業のためのＥＳＧ金融・脱炭素経営に関するセミナー」 

に係る基調講演の実施について 

 

 

盛岡信用金庫（理事長 浅沼 晃）は、明治３６年１月の創立以降、「共存同栄」の精神のもと、令和

２年６月「ＳＤＧｓ宣言」を公表し、「経済」「社会」「環境」の３つの柱を軸に持続可能な社会の実現に

向け取り組んでまいりました。 

去る令和４年１０月２８日（金）、青森県地球温暖化防止活動推進センター、青森市地球温暖化防止活

動推進センター、青森県主催「あおもり中小企業のためのＥＳＧ金融・脱炭素経営に関するセミナー」

にて、当金庫企画部職員が基調講演を行いました。 

当日は、青森県内の大学・自治体・金融機関・企業等を中心に約５０名の皆さまにご参加いただいた

中、当金庫からは「地域金融機関のＥＳＧとＳＤＧｓの取組みについて」ご説明しました（資料は別添

のとおり）。 

今後につきましても、サステナブルな未来に向かって、ＳＤＧｓ・ＥＳＧの更なる推進体制強化を図

るべく、全役職員一丸となって取り組むとともに、自治体や企業の皆さまとパートナーシップを組み、

地域金融機関としての役割を果たしていきますので、引き続き、ご支援・ご協力を賜りますよう宜しく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

（写真）基調講演の様子 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

 盛岡信用金庫 企画部 

（担当：髙木） 

電話番号：019-623-2221 



あおもり中⼩企業のためのESG⾦融・脱炭素経営に関するセミナー

「地⽅⾦融機関のESGとSDGsの取組みについて」

令和４年10⽉28⽇

企画部⻑ 髙⽊ 恵証
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＜当⾦庫の概要（プロフィール）＞

■本店所在地 盛岡市中ノ橋通⼀丁⽬4番6号

■設 ⽴ 明治36年（1903年）1⽉19⽇

■店 舗 数 23店舗

■会 員 数 31,969⼈

■出 資 ⾦ 18億96百万円

■総 資 産 2,740億 7百万円

■預 ⾦ 残 ⾼ 2,603億43百万円

■貸出⾦残⾼ 1,357億76百万円

■⾃⼰資本⽐率 8.32％

■役 職 員 数 常勤役員 7名、職員 234名

（令和4年3⽉31⽇現在）

当⾦庫本店

昭和33年12⽉ 旧盛岡貯蓄銀⾏（昭和２年竣⼯）の建物を譲受
昭和52年12⽉ 盛岡市の保存建造物に指定

３



＜当⾦庫の概要（創⽴１２０周年）＞

【ロゴに込めた思い】

「創⽴以来、120年の永きに亘り「共存同栄」の精神で築き上げてきた信頼関係のもと、これからも役職員⼀⼈
ひとりの笑顔で、サステナブル（持続可能）な未来に向かって、地域の皆さまと共に歩んでいく」という思いを込め、
策定しました。

【120周年 ロゴマークの説明】

当⾦庫のコーポレートカラーを使⽤しています。

120の下にあるラインは、地域の皆さまと共に120周年を迎えることが
できたうれしさの笑顔を表現しています。

ラインの左側の⼭は岩⼿⼭、右側が姫神⼭を表現（当⾦庫のイニ
シャルＭも表現）しています。

当⾦庫が地域の皆さまの架け橋になり、明るい未来に向かっていくよ
う右上がりを表現しています。

４

〜皆さまに愛されて、１２０周年〜



＜当⾦庫の概要（創⽴１２０周年）＞

■当⾦庫HP上における120周年特設サイトの開設

令和4年４⽉、当⾦庫は、令和4年度を創⽴120周年に係る事業年度として位置付け、当⾦庫HP上に120周年特設サイトを開設し
ました（理事⻑挨拶、歴史、トピックス、ロゴマーク）。

■YouTubeにおける当⾦庫公式チャンネル開設

令和4年7⽉、YouTubeに当⾦庫公式チャンネルを開設しました。現在、120周年を記念して作成しましたテレビコマーシャル動画を公開
しています。なお、コマーシャル動画は、当⾦庫HP「120周年特設サイト」からもご覧いただけます。

当⾦庫 HP 120周年特設サイト 当⾦庫公式YouTubeチャンネル

５



６

■令和2年6⽉15⽇、岩⼿県内６信⽤⾦庫「SDGs共同宣⾔」を公表

当⾦庫における創業の精神である「共存同栄」（地域に根ざし、地域と共に発展する）のもと、
「地域経済」 「地域社会」 「地域環境」の３つの側⾯から、取引先と地域社会が抱える課題の
解決、持続可能な社会の実現に向け取組んでいます。

私たち信⽤⾦庫は、協同組織⾦融機関であり、中⼩企業などのお客さまをお取引先とし、営業
エリアも限定されていますので、地域に根ざした営業活動が求められています。つまり、「地域の発
展なくして、⾦庫の発展なし」「地域と⼀蓮托⽣」という考えで業務に取組んでいます。

⾃治体や企業とパートナーを組み、連携することで、ESG・SDGsへの取組み効果を実現します。

「しんきんSDGs」

＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（ＳＤＧｓ宣⾔）＞

■エコアクション、環境活動等に係る受賞歴

環境省「21世紀⾏動原則」に登録

平成24年2⽉ 東北経済産業局「東北再⽣可能エネルギー利活⽤⼤賞」受賞

平成24年3⽉ 「環境エネルギー普及事業⽀援」により、東北財務局「地域密着型⾦融の取組み」に対する顕彰受賞

平成25年3⽉ 「もりおか起業ファンド」設⽴により、東北財務局「地域密着型⾦融の取組み」に対する顕彰受賞

平成26年6⽉ 「もりおか起業ファンド」の取組みにより、第17回信⽤⾦庫社会貢献賞「地域活性化しんきん運動・優秀賞」受賞

令和元年6⽉ 「紫波企業の森づくり」「⼋幡平松尾鉱⼭跡地」の環境保全活動により、温暖化防⽌いわて県⺠会議「できることから ECOアクション︕会⻑特別賞」受賞



＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（ＳＤＧｓマップ）＞

７



＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（連携取組事例）＞
■パートナーと連携した主な取組みは以下のとおり

① 「もりおかSDGsファンド」（もりおかSDGs投資事業有限責任組合）

当ファンドは、地域における社会課題の解決、起業家・経営⾰新企業の創出、コロナ禍からの復活を投資テーマとし、盛岡広域の⾃治体との連携
のもと、SDGsに基づく17のゴールの達成、社会課題の解決に取組む企業への資⾦供給と経営に対するハンズオン⽀援を通じ、事業の成⻑、雇⽤
拡⼤、地元経済・産業の発展に貢献するものです（令和4年7⽉末時点での投資実績は、11社80百万円）。

令和3年1⽉、当⾦庫、盛岡市、滝沢市、⽮⼱町、投資会社であるFVC Tohoku㈱により設⽴され、４⽉には紫波町加⼊（令和3年度・4年
度、当⾦庫職員が、各１名FVC Tohoku㈱へ1年間出向）。

８
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＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（連携取組事例）＞
② 「象と花」プロジェクト

「もりおかSDGsファンド」の投資先である㈱盛岡書房様は、当⾦庫と連携
し、令和3年8⽉、古本をクリーニングしたうえで、専⽤ＨＰで販売し、売
上の10％を絵本の購⼊代⾦に充て、慢性疾患等で⻑期⼊院中の⼦供
たちへ新品の絵本を贈る「象と花」プロジェクトを開始しました。

当⾦庫では、全23店舗に古本回収ボックスを設置し、お客さまや当⾦庫
役職員から古本の寄付を募り、令和3年10⽉には、4,000冊に達しまし
た。

当⾦庫をはじめ寄付された古本は、㈱盛岡書房様が回収し、上記スキー
ムに基づき、地元書店のさわや書店様が新品の絵本を53冊選書し、10
⽉27⽇、岩⼿医科⼤学附属病院の無菌病棟に⼊院する⼦供たちへ、
第1回⽬の寄贈をしました。

令和4年2⽉、岩⼿県遠野市の図書館「こども本の森遠野」と連携した新
たなプロジェクトを開始しました。同図書館の棚から⼊れ替えする本や、当
⾦庫遠野⽀店の古本回収ボックスに寄付して頂いた本の査定額をもとに
、販売した代⾦の⼀部を図書館の運営費として循環させる取組みになりま
す。

本プロジェクトは、本の循環スキームとして全国的にも珍しい取
組みであり、当⾦庫が主体的にお客さまやマスコミ等へ働きかけ
たことに伴い、協⼒企業も増え、取組みが浸透しています︕

令和3年8⽉23⽇（⽉） 岩⼿⽇報掲載記事



１０

＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（連携取組事例）＞
③東京海上⽇動⽕災保険㈱とのSDGsに関する包括連携協定締結

令和4年3⽉、お客さまへのSDGsに係る取組み⽀援を強化するため、東京海上⽇動様と包括
連携協定を締結し、４⽉1⽇より同社が提供する「SDGs診断サービス」の取扱いを開始しまし
た。

同社が提供する「SDGs診断サービス」を活⽤し、お客さまのSDGsに対する理解の向上や
SDGs宣⾔書作成⽀援、お客さま向けのSDGsセミナー等も開催します。

「SDGs診断サービス」チラシ



１１

＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（連携取組事例）＞
「SDGs診断サービス」の結果、お客さまの要望等も踏まえながら、課題解決に向けた⾦融商品・サービスを提供します。例えば、もりしん
SDGs私募債「ちいきのミライ」等のご提案を⾏っています。

もりしんSDGs私募債は、令和4年1⽉より取扱いを開始しており、SDGsの取組みに関⼼のある企業様が私募債を発⾏した際、企業様がご
負担頂く⼿数料のうち発⾏額の0.20％相当額以上を、ご指定いただく地域の学校や公共施設等、SDGs達成を⽤途とする物品または⾦
銭を寄贈して頂けるものになります。

令和4年9⽉、㈱⼆富電機（⾼宮代表取締役）様が、もりしんSDGs私募債を第１号に発⾏（50百万円）し、今後、20万円相当の
教育関連⽤品を盛岡市内の県⽴⾼等学校へ寄附する予定であります。

「もりしんSDGs私募債」チラシ



＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（連携取組事例）＞
④ 「再⽣可能エネルギー事業」を通じた地域活性化⽀援

再⽣可能エネルギーを活⽤した事業を継続的に推進・⽀援することで、「地
産地消⽅式」の環境ビジネスの確⽴に取り組んでいます。

⾃治体等への提案を⾏い、地域内で得たエネルギーを地域内で消費し、エ
ネルギー代として地域外へ流出していた資⾦を地域内で循環させていく、エネ
ルギー版「地産地消⽅式」を積極的に促進しています。これにより、新たなビ
ジネス・雇⽤を創造するとともに地域の活性化を⽬指しています。

具体的には、紫波中央駅前の再開発（オガールプロジェクト）において、紫
波町役場、商業施設、宿泊施設、住宅へ⽊質バイオマスを利⽤した地域
熱供給事業を⾏うため、エネルギーステーション建設計画を⽀援しました。

⑤ 森林環境保全活動（紫波企業の森づくり等）

平成23年11⽉、紫波町と「紫波企業の森づくりに関する協定」を締結し、
町における燃料供給態勢確⽴へ向けての⽀援事業の⼀環として、平成24
年から令和8年までの15年間にわたり活動を実施します。

森林整備を通じ、⼆酸化炭素吸収、⽔源涵養、⼟砂流出防⽌等のほか、
間伐によって搬出された⽊材は、⽊質チップとして再資源化することにより、
地域内のエネルギーとして活⽤されます。

毎年度、職員による「紫波企業の森づくり」が継続されており、育樹作業とク
ヌギの苗⽊を植樹するとともに、再⽣可能エネルギー設備の⾒学等を実施し
ています。

その他、平成20年より荒廃裸地化した「⼋幡平松尾鉱⼭跡地」を「友情の
森」と名付け、森林再⽣活動に取り組んでいます。

１２

エネルギーステーション

紫波企業の森づくり活動



■⾦庫内部の態勢強化に係る取組みは以下のとおり

① ESG推進室の設置

令和4年4⽉1⽇付で「ESG推進室」を新設し、SDGsに係る課題解決のアプローチ⼿法であるバックキャスティング思考（将来あるべき
姿を描き、そこから逆算して何をすべきか具体的に定める）等を活⽤のうえ、ESG・SDGsの取組み強化を進めています。

＜主な取組事項＞

１．ESG・SDGs推進に関する職員の⼈財育成 ３．環境に配慮した店舗・職場、業務改善

２．取引先企業の脱炭素化に向けた取組⽀援 ４．⾦庫イメージ・ブランド⼒の向上

＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（態勢強化）＞

１３

② 役職員向けESG・SDGs研修会の実施

お客さまのESG・SDGsに係る課題解決の⽀援強化のために、外部講師
（有識者）等を招聘し、役職員向けの研修会を開催することで、⼈財
育成に努めています。

令和4年3⽉9⽇、取引先である紫波グリーエネルギー㈱の⼭⼝代表取
締役様を講師とし、また、6⽉7⽇、ESG⾦融の有識者である、三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング㈱の吉⾼まり様を講師として、役職員向け
に研修会を開催しました。

令和4年6⽉7⽇開催 ESG・SDGs研修会



＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（態勢強化）＞

１４

③ 会議⽤のタブレット端末の導⼊（ぺーパーレス化）

⾦庫内で実施されていた各種会議について、ペーパーレス化および資料準備等
に係る事務負担軽減のため、令和3年10⽉より、会議⽤タブレット端末20台を
導⼊し、ペーパーレス会議の運⽤を実施しています。

④ クラウド型給与明細電⼦システムの導⼊（ペーパーレス化）

従来、紙の給与明細表を交付していましたが、当該事務に係る労⼒・時間の削
減、遅延・誤配送・紛失リスク等を排除するため、令和4年7⽉より、クラウド型
給与明細電⼦システムを導⼊しました。

⑤ 融資電⼦稟議システムの導⼊（ペーパーレス化）

現在、融資稟議については、紙での申請を実施していますが、「LISM」の機能を
活⽤し、今後、⼀部店舗、⼀部科⽬に限定しながら、段階的に電⼦稟議を導
⼊することで進めています。

会議⽤タブレット端末

クラウド型給与明細電⼦システム



＜当⾦庫におけるＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組み（態勢強化）＞

１５

⑥ 「ディスクロージャー誌」に係る環境に配慮した取組み

⾦庫の取組み、組織体制および決算状況等を開⽰するため（信⽤⾦庫法第89条第１項に準⽤する銀⾏法第21条第１項）、事
業年度毎にディスクロージャー誌を発⾏していますが、令和4年度、より環境に配慮した取組みを実施しています。

＜取組概要＞

ディスクロージャー2022【企業編】で使⽤する素材について、従来のFSCミックス（厳しいFSC認証のもとで運営されている森林から⽣ま
れた原材料とFSC規格にあった⽊材やリサイクル材をミックスしている製品）から、LIMEX（ライメックス）に変更しました。

LIMEXとは、⽔資源や森林資源の利⽤を抑えた⽯灰⽯からなる素材であり、紙の代替ともなり、紙より耐⽔性、耐久性が⾼いものにな
ります。

森林や⽔資源の削減につながるとともに、⽯油由来樹脂の使⽤量も抑えられることから、気候変動に貢献することとなり、環境に良い素
材であります。

ディスクロージャー2022【企業編】



＜今後の課題＞

１６

■関連部署のみならず全職員のESG・SDGsに係る意識向上（ノウハウ・スキルを含む）に向けた継続的な⼈財育成

来年度からスタートする新中期経営計画（3年間）において、具体的な⼈財育成プラン等（研修）を検討

■もりおかSDGsファンドの取組みを実施している中、今後、個々の企業⽀援「点」から「⾯」への⽀援展開

ファンドの投資にとどまらず、㈱盛岡書房様の「象と花」プロジェクトのような他企業や団体を巻き込んだ主体的⽀援

■ESG推進室を中⼼に、関連部署（地域応援部・審査部等）と連携した取引先企業の脱炭素⽀援へ向けた取組強化

CO₂排出量の可視化から削減に向けたサポート、専⽤融資商品の設計等

■⾃治体や地元企業と連携した再⽣可能エネルギー事業に係る循環型社会の形成に向けた取組強化

県外⼤⼿企業による⼤型プロジェクトに依存するのではなく、「エネルギーの効率利⽤」「地域資源の活⽤」「お⾦の地域内循環」による循環型社
会の形成に向けた取組強化



１７

企画部 髙⽊
住所︓〒020-0871

盛岡市中ノ橋通１－４－６
電話︓０１９（６２３）２２２１

体制

・本資料は、作成⽇現在の情報をもとに作成しており、今後の状況等により変更となる場合もありますので、

記載の内容・数値等は将来にわたって保証されるものではありません。

・本資料のご照会等については、以下連絡先にお願いします。

本⽇は、ご清聴誠にありがとうございました。


